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 器 楽 Ⅰ 1年前学期


























A群 おはよう（増子とし 作詞・本田鉄磨 作曲）
おべんとう（天野蝶 作詞・一宮道子 作曲）
おかえりのうた（天野蝶 作詞・一宮道子 作曲）














































































































































































































































































































































































































































































































































































Ⅵ ま と め
本研究では，学生の入学前学習課題から器楽応用終了後の卒業するまでの現状と課題が明ら
かになった。ピアノ演奏技術と音楽力を高めるためには，長期にわたる継続した練習が必要で
あり，1年半履修した成果として，大半の学生がピアノや弾き歌いの演奏技術が上達したとい
う意識を持てたことを把握することができた。一方，入学前学習の内容，進度表の活用，弾き
歌い導入時期，2年後学期の自主課題，などについては，課題が浮き彫りになったため，早期
に具体的な改善が必要である。また，歌唱技術や楽典の知識については，ピアノ実技演習での
指導強化はもちろんのこと，音楽関連科目との連携をはかり，保育者・教育者に求められる総
合的な音楽スキルを身につけさせ，子どもと楽しい音楽活動をしたいと常に向上心と意欲が持
てる学生の育成の研究を深め，引き続き取り組んでいきたい。
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